
中途入職者紹介

　昨年の夏はとても暑かったですが、さすがに暖かいものが恋しい季節になりました。暖
かいものと言いますと、こんなことがありました。
看護協会の催しでハンドマッサージを、来場された方に施したことがあります。施された
方はどなたも気持ちよかったと言ってくださいました。何人かの人に施して気づいたので
すが、施している自分が暖かい気持ちになっていました。
「人の手」は人を幸せにする不思議な力があるんだなと感じたところです。
　新年を迎え、新たな気持ちで職員一同暖かい手を提供できたらと思います。

「人としての尊厳」と「自分らしさ」を根源に、
　住み慣れた土地での生き生きとした暮らしへの復帰を支援します。
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看護介護部長　内田　ひとみ

　৽あけましておめでとうご͟います。
　早いものでฏ1��݄の開院から、14回の৽
をܴえることとなりました。一重にۙྡҬの皆
様と౦ࡾՏ۠の病院、ࢪઃのごڠ力によるものと
日ʑ感ँしております。
　ॳはこのҬでの先ۦとなるʮ回復期リϋϏリ
ςーγϣン病౩ʯの開ઃであったと記Աしています
が、ࡏݱでは๛ࢢڮ内はもとより౦ࡾՏ۠でも多
くの同病౩が開ઃされ、ʮリϋϏリʯという言༿が
ೝ知されてきているのではないかとخしくࢥいます。
期病院、回復期リϋ病౩さらにはୀੑٸではࡏݱ　
院後のかかりつけ医とをܨぐʮҬ࿈ܞύスʯ（˞
࣬患ผ単Ґによる治療ܭը）のಋ入とॆ実化により、
Ҭのどの病院でも同等の医療αーϏスをఏڙでき
る体੍がってきました。

　そのような時であるからこそ、他院にはない特
を活かすチϟンスと考え、院ならでは！？のチ
ーϜ੍医療や最先のリϋϏリ（า行支ԉ）ロボッ
トಋ入など、このҬでのリϋϏリ病院のύイΦχ
Ξとしてಥきਐむべく、ຊもݚᮎの日ʑをૹって
いくॴଘです。
事で恐縮ですが院へҟ動して1、ようやくࢲ　
事৬たるものが少しずつ分かってきた次第です。
後とも院、看護հ護෦さらには৬員一同で足ࠓ
ฒみそΖえ第二田記೦病院に係わるશての方ʑに
ʮいいͶ！ʯをいただけるようਫ਼ਐしてまいります。
　ຊも皆様のご多幸をおفりして৽のごѫࡰと
させていただきます。

事　早࡚ޫ

2019年を迎えて

よろしくお願いいたしますよろしくお願いいたしますよろしくお願いいたします
スタッフ一

同

ฤूهޙ

事務員
内藤  実穂子

　今年８月に、20年の時

を経て明陽会に舞い戻っ

て参りました。この病院

の受付として、思いやり

の心で患者様やご家族の

方に寄り添えるよう、笑

顔で明るい事務を目指し

ますので宜しくお願い致

します。

フロアアシスタント
中村  希和子

　フロアのみなさんに助

けていただきながら入職

して１カ月がたちまし

た。感謝の毎日です。早

くお役にたてる様にがん

ばります。宜しくお願い

致します。

フロアアシスタント
下釜  信子

　今年の11月から入職し

ましたフロアアシスタン

トの下釜信子と申しま

す。まだ慣れない事やご

迷惑をおかけする事ばか

りですが、精一杯努力し

ていきたいと思います。

ご指導のほど宜しくお願

い致します。

看護師
大羽  美沙

　10月からこちらに入職

しました。前職では、デ

イサービスに勤務してお

りました。回復期病棟は

初めてなので、新しく関

わることのできる多くの

分野を勉強したいと考え

てます。ご指導よろしく

お願い致します。
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ୈೋాه೦病Ӄ ୈ�ճ 脳ଔதࣨڭ

ʮ脳卒中ͱͦͷ༧ʯ

　前回、ᶃ脳卒中とは、“脳に、卒に（にわかに）、何かが中（あたる）”こと、ଈち、ٸ
ܹに意ࣝをࣦって、身不ਵにؕるのがయܕ的な症状である࣬患の૯শで、脳血管োの
同ٛޠとしてわれていること、ᶄ日ຊでは治療がޭし、ࢮ因の第4Ґと減少したもの
の、実は、発症はʑ増Ճし、多くの患者さんは後Ҩ症を有し、高ྸ者հ護の最大要因
となっていること、ᶅ因により、くも膜下ग़血と脳ग़血からなるग़血ੑ脳血管োと、
ラクφ࠹ߎ、ΞςローϜ血ખੑ࠹ߎ、心ଁから血ખが飛んで生じる脳࠹ખ症のดੑ࠹脳血
管োの二つに大ผされ、これらに対する治療๏が大いにਐาしたことをおし、l脳卒
中を疑えばɺ直ちに医療機関へ相談することzの大切さを知って頂きました。そこでࠓ回
は、その脳卒中の予防についておします。

̍．脳卒中ɺԿނ生ͣΔので͠ΐ͏͔ɻ
　脳卒中予防の前に、lఢを知Γɺݾを知Εばɺඦઓ危͏͔らͣzଙ子のฌ๏です。先ず、
原因を知り、自身をলみて、予防しようということです。
脳卒中の脳血管が٧まったり、切れたりすることの最も大きな要因に、脳動脈硬化が挙げ
られています。
　一ൠに、動脈硬化は、血管の内ଆにίレスςロール等が着し、血管がڱく硬くなり、
血ӷがྲྀれにくい状態を言います。この動脈硬化が生ずると血ӷをよくྲྀすために血圧が
্ঢします。血圧が্ঢすれば、それにෛけないようにԠして動脈นは硬くなり、血圧
は更に্ঢするという悪॥が生じます。
　では、この動脈硬化が、脳では何ނ脳卒中を生ずるのでしょうか。脳血管には、自ಈௐ
અと言って、શの݂ѹ͕มԽͯ͠ɺ脳݂のऩॖ֦ுにΑΓ脳݂ྲྀをҰఆにอと
͏とする機があります。高血圧が続いて脳動脈硬化が生じると、この自動ௐ節Ҭは、ਤ
のように、高い血圧でも脳血ྲྀを一ఆにอとうとӈへҠ動しますが、同時に、ௐ節Ҭの෯
はڱくなり、脳血ྲྀྔはやや低下します。つまり、脳血ྲྀྔの低下で脳のಇきは低下する
とڞに、ௐ節Ҭのڱখ化で血圧のม動にえく、血圧が高くなれば血管は切れやすく、
低くなれば٧まりқい状態となり、脳動脈硬化が生じると脳卒中が生じқくなるというこ
とです。

ఢΛΓɺݾΛΕɺඦઓ͔͏ةΒͣ

ୈೋాه೦病Ӄ Ӄ　ଜ ໌߁

　院では2�188݄よりリϋϏリςーγϣン支ԉロボッ
トʮウΣルウΥーク� 88�1���ʯ（以下、ウΣルウΥー
ク）をಋ入し運用開始しました。ウΣルウΥークはトϤ
タ自動ं（ג）が౻田医Պ大ֶとڞ同開発し、脳卒中な
どによる下ࢶຑᙺ患者様の࿅習を支ԉするロボットです。
患者様に߹わせたқ度のௐやา行状態のフΟーυバ
ック機など、運動ֶ習理にͮجいた様ʑなリϋϏリςーγϣン支ԉ機を備えています。
　ウΣルウΥークの特としては　1）自力ではาけない重度の患者様から用できる、2）より
自然なาき方で多าの࿅習がՄ、�）通常࿅習群よりもา行の自ཱが早い、4）บがつきにく
いなどが挙げられます。院ではಋ入後໊̔の患者様に用させて頂いております（11݄ࡏݱ）。
　ୠし、ロボットをっただけではาけるようにはなりません。そこには患者様のؤுりが必要
です。ウΣルウΥークでは早期よりなるべく最খݶのิॿでたくさんา行の࿅習ができるメリッ
トがあります。常に患者様の最大ݶの力を引きग़しながら、า行࿅習を支ԉさせて頂きます。

理ֶ療๏࢜　内ܙࢁհ・ླষਔ

　౦ࡾՏҬでは脳卒中患者様がੑٸ期病院からࡏ医療まで切れない医療・հ護αーϏ
スを受けることができるよう、ึ のࠃ脳卒中Ҭ࿈ܞύス࡞し、脳卒中医療の࿈ܞを強化する
πールの一つとして活用しています。ࠓ回は、そのΞウトΧϜ（果）σータをऩ ・ू分ੳし、݁ؼ
予ଌ（ୀ院時の状態を予ଌすること）についてಘられた知ݟについて発දさせていただきました。

　հ護・医療අ等のٸ増がݒ೦されるࠓࡢ、脳卒中リϋϏリς
ーγϣンは࣭がわれています。このような時ม化にい、エ
Ϗσンス（ࠜڌ）がཱ֬された治療薬やリϋϏリ機۩等がྟচ
にಋ入されています。ԋ内のボπリψスもʮ脳卒中Ψイυݱ
ラインʯでਪされている治療です。リϋϏリςーγϣンはエϏ
σンスをૅとしたチϟレンδの࿈続です。より良い医療ٕज़の
ఏڙを第一に、ࠓ後もྟচٕज़をݚᮎしていきます。
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ϦϋϏϦςʔγϣϯɾέΞ߹ಉڀݚେձɹJO�ถࢠ
ʮೖӃ࣌ӡಈ'*.ͰผԽͨ͠ճ෮ظ脳卒中ऀױͷ݁ؼ༧ଌҼࢠͷݕ౼
ʙึͷࠃ脳卒中Ҭ࿈ܞύεΞτΧϜσʔλͷੳʙʯ� ɹɹཧֶྍ๏࢜ɹޙ౻݈Ұ

ʮ̨̝̖̣̙ྍ๏ͱϘπϦψεྍ࣏Λซ༻ͨ͠ϦϋϏϦςʔγ
ϣϯΛ௨͠ɺ্ ͷҰྫʯऀױ脳卒中ظ͕վળͨ͠ຫੑػࢶ

ࣇɹਗ਼ਫ݈࢜๏ྍۀ࡞
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ʮ脳卒中ͱͦͷ༧ʯ

　前回、ᶃ脳卒中とは、“脳に、卒に（にわかに）、何かが中（あたる）”こと、ଈち、ٸ
ܹに意ࣝをࣦって、身不ਵにؕるのがయܕ的な症状である࣬患の૯শで、脳血管োの
同ٛޠとしてわれていること、ᶄ日ຊでは治療がޭし、ࢮ因の第4Ґと減少したもの
の、実は、発症はʑ増Ճし、多くの患者さんは後Ҩ症を有し、高ྸ者հ護の最大要因
となっていること、ᶅ因により、くも膜下ग़血と脳ग़血からなるग़血ੑ脳血管োと、
ラクφ࠹ߎ、ΞςローϜ血ખੑ࠹ߎ、心ଁから血ખが飛んで生じる脳࠹ખ症のดੑ࠹脳血
管োの二つに大ผされ、これらに対する治療๏が大いにਐาしたことをおし、l脳卒
中を疑えばɺ直ちに医療機関へ相談することzの大切さを知って頂きました。そこでࠓ回
は、その脳卒中の予防についておします。

̍．脳卒中ɺԿނ生ͣΔので͠ΐ͏͔ɻ
　脳卒中予防の前に、lఢを知Γɺݾを知Εばɺඦઓ危͏͔らͣzଙ子のฌ๏です。先ず、
原因を知り、自身をলみて、予防しようということです。
脳卒中の脳血管が٧まったり、切れたりすることの最も大きな要因に、脳動脈硬化が挙げ
られています。
　一ൠに、動脈硬化は、血管の内ଆにίレスςロール等が着し、血管がڱく硬くなり、
血ӷがྲྀれにくい状態を言います。この動脈硬化が生ずると血ӷをよくྲྀすために血圧が
্ঢします。血圧が্ঢすれば、それにෛけないようにԠして動脈นは硬くなり、血圧
は更に্ঢするという悪॥が生じます。
　では、この動脈硬化が、脳では何ނ脳卒中を生ずるのでしょうか。脳血管には、自ಈௐ
અと言って、શの݂ѹ͕มԽͯ͠ɺ脳݂のऩॖ֦ுにΑΓ脳݂ྲྀをҰఆにอと
͏とする機があります。高血圧が続いて脳動脈硬化が生じると、この自動ௐ節Ҭは、ਤ
のように、高い血圧でも脳血ྲྀを一ఆにอとうとӈへҠ動しますが、同時に、ௐ節Ҭの෯
はڱくなり、脳血ྲྀྔはやや低下します。つまり、脳血ྲྀྔの低下で脳のಇきは低下する
とڞに、ௐ節Ҭのڱখ化で血圧のม動にえく、血圧が高くなれば血管は切れやすく、
低くなれば٧まりқい状態となり、脳動脈硬化が生じると脳卒中が生じқくなるというこ
とです。

ఢΛΓɺݾΛΕɺඦઓ͔͏ةΒͣ

ୈೋాه೦病Ӄ Ӄ　ଜ ໌߁

　院では2�188݄よりリϋϏリςーγϣン支ԉロボッ
トʮウΣルウΥーク� 88�1���ʯ（以下、ウΣルウΥー
ク）をಋ入し運用開始しました。ウΣルウΥークはトϤ
タ自動ं（ג）が౻田医Պ大ֶとڞ同開発し、脳卒中な
どによる下ࢶຑᙺ患者様の࿅習を支ԉするロボットです。
患者様に߹わせたқ度のௐやา行状態のフΟーυバ
ック機など、運動ֶ習理にͮجいた様ʑなリϋϏリςーγϣン支ԉ機を備えています。
　ウΣルウΥークの特としては　1）自力ではาけない重度の患者様から用できる、2）より
自然なาき方で多าの࿅習がՄ、�）通常࿅習群よりもา行の自ཱが早い、4）บがつきにく
いなどが挙げられます。院ではಋ入後໊̔の患者様に用させて頂いております（11݄ࡏݱ）。
　ୠし、ロボットをっただけではาけるようにはなりません。そこには患者様のؤுりが必要
です。ウΣルウΥークでは早期よりなるべく最খݶのิॿでたくさんา行の࿅習ができるメリッ
トがあります。常に患者様の最大ݶの力を引きग़しながら、า行࿅習を支ԉさせて頂きます。

理ֶ療๏࢜　内ܙࢁհ・ླষਔ

　౦ࡾՏҬでは脳卒中患者様がੑٸ期病院からࡏ医療まで切れない医療・հ護αーϏ
スを受けることができるよう、ึ のࠃ脳卒中Ҭ࿈ܞύス࡞し、脳卒中医療の࿈ܞを強化する
πールの一つとして活用しています。ࠓ回は、そのΞウトΧϜ（果）σータをऩ ・ू分ੳし、݁ؼ
予ଌ（ୀ院時の状態を予ଌすること）についてಘられた知ݟについて発දさせていただきました。

　հ護・医療අ等のٸ増がݒ೦されるࠓࡢ、脳卒中リϋϏリς
ーγϣンは࣭がわれています。このような時ม化にい、エ
Ϗσンス（ࠜڌ）がཱ֬された治療薬やリϋϏリ機۩等がྟচ
にಋ入されています。ԋ内のボπリψスもʮ脳卒中Ψイυݱ
ラインʯでਪされている治療です。リϋϏリςーγϣンはエϏ
σンスをૅとしたチϟレンδの࿈続です。より良い医療ٕज़の
ఏڙを第一に、ࠓ後もྟচٕज़をݚᮎしていきます。

8FMXBML8FMXBML8FMXBML8FMXBML

ϦϋϏϦςʔγϣϯɾέΞ߹ಉڀݚେձɹJO�ถࢠ
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感染症を引き起こす原因には、細菌やウイルスなどがありますが、冬に蔓延しやすいのは
ウイルスです。ウイルスは低温・低湿度を好むため、秋から冬にかけて増殖力を増します。
喉や気管支の粘膜が乾燥し特に人は寒さの為、体温が下がりウイルスや細菌へ対抗する
免疫力が落ち、ウイルスに感染しやすい状態になります。つまり、冬はウイルスそのものの
感染力が高まると同時に、感染が拡大しやすい条件が揃っているということです。

①ワクチン接種
インフルエンザにはワクチン接種が有効です。接種してもかかることはありますが、重
症化を防ぐといわれています。（ノロウイルスにはワクチンがありません。）

②手洗い・うがいの励行
ウイルスは感染した人の咳やくしゃみなどのしぶきを吸い込むこととウイルスの付着した
ものを触ることで感染を起こします。常に手洗い・うがいを励行しましょう。なるべく人
混みをさけることと、マスクの着用も効果的です。

③免疫力を高める。
免疫力が弱っていると感染しやすく、また感染したときに症状が重くなる恐れがありま
す。日頃から、十分な睡眠とバランスの良い食事に心がけ、免疫力を高めておきましょう。

インフルエンザの場合
発症から48時間以内に抗インフルエンザウイルス薬の服用を開始すれば、発熱期間の短
縮などの効果が期待できます。早めに医療機関を受診しましょう。

ノロウイルスの場合
感染力が非常に強いウイルスです。感染すると、1～2日で吐き気、おう吐、下痢、腹痛
とともに発症。通常、これらの症状が1～2日続いた後自然に回復しますが、脱水などに
より入院が必要となることがありますので注意しましょう。二次感染を防ぐため、吐
物・糞便の処理には、手袋の着用が必要です。また、吐物・糞便が乾燥すると、ウイル
スが空中を飛散し吸い込むことで感染するため、直ちに処理することが必要です。
皆様、これらを参考にしていただき、どうかこの寒い冬を元気に乗り切ってください。

感染対策委員　看護師　廣田綾子

気温が下がり、空気が乾燥する冬の季節は、インフルエンザやノロウイルスによる感染症へ
の注意が必要です。そこで、簡単にウイルスについて知りましょう。

冬の感染症に注意を！冬の感染症に注意を！

１．なぜ冬にウイルス感染症が増えるの？１．なぜ冬にウイルス感染症が増えるの？

３．かかってしまったら・・・？３．かかってしまったら・・・？

２．予防２．予防

２．脳卒中の危険因子
　脳動脈硬化が脳卒中の主因ですが、脳動脈硬化を引き起こす原因は、高血圧症の他に、
糖尿病・高脂血症・肥満（メタボリック症候群）等の生活習慣病が挙げられ、更にこの生
活習慣病は、過食・喫煙・過度の飲酒・運動不足・ストレスなど悪い生活習慣から始まり
ます。この生活習慣病や悪い生活習慣が脳卒中の危険因子と呼ばれ、動脈硬化を通じて脳
卒中が生じます。

３．脳卒中予防の秘訣
　従って、皆様方が脳卒中を防ぐには、前記に挙げた危険因子をよく理解し、常日頃、ご
自身がどの程度危険因子を持っているかを知り、多少とも減らしていくことが重要です。
“あー良かった、自分は、風邪一つ罹らない、生活習慣病なんて無関係、脳卒中には罹ら
ないぞ！”と安心している人はいませんか？　脳卒中患者さんの何人かは、“いつの間にか
血圧が高い”、“糖尿病予備軍”、“あなたはメタボ”、であることがしばしばです。秘かにせ
まっている生活習慣病を早期にみつけ、悪い生活習慣を正して行くことが最も大切です。
　脳卒中予防の秘訣に３つのポイントが挙げられています。先ず、ご自分の危険因子の程
度を知ること、次に、危険因子を減らすこと、第３は、脳卒中を疑えば直ちに医療機関へ
相談することの３つです。この３つを行うことで脳卒中に罹らない、例え罹っても軽症で
治まると言われています。是非、実践して頂ければ幸いです。
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・高脂血症  ・肥満
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脳卒中発症までのプロセス
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感染症を引き起こす原因には、細菌やウイルスなどがありますが、冬に蔓延しやすいのは
ウイルスです。ウイルスは低温・低湿度を好むため、秋から冬にかけて増殖力を増します。
喉や気管支の粘膜が乾燥し特に人は寒さの為、体温が下がりウイルスや細菌へ対抗する
免疫力が落ち、ウイルスに感染しやすい状態になります。つまり、冬はウイルスそのものの
感染力が高まると同時に、感染が拡大しやすい条件が揃っているということです。

①ワクチン接種
インフルエンザにはワクチン接種が有効です。接種してもかかることはありますが、重
症化を防ぐといわれています。（ノロウイルスにはワクチンがありません。）

②手洗い・うがいの励行
ウイルスは感染した人の咳やくしゃみなどのしぶきを吸い込むこととウイルスの付着した
ものを触ることで感染を起こします。常に手洗い・うがいを励行しましょう。なるべく人
混みをさけることと、マスクの着用も効果的です。

③免疫力を高める。
免疫力が弱っていると感染しやすく、また感染したときに症状が重くなる恐れがありま
す。日頃から、十分な睡眠とバランスの良い食事に心がけ、免疫力を高めておきましょう。

インフルエンザの場合
発症から48時間以内に抗インフルエンザウイルス薬の服用を開始すれば、発熱期間の短
縮などの効果が期待できます。早めに医療機関を受診しましょう。

ノロウイルスの場合
感染力が非常に強いウイルスです。感染すると、1～2日で吐き気、おう吐、下痢、腹痛
とともに発症。通常、これらの症状が1～2日続いた後自然に回復しますが、脱水などに
より入院が必要となることがありますので注意しましょう。二次感染を防ぐため、吐
物・糞便の処理には、手袋の着用が必要です。また、吐物・糞便が乾燥すると、ウイル
スが空中を飛散し吸い込むことで感染するため、直ちに処理することが必要です。
皆様、これらを参考にしていただき、どうかこの寒い冬を元気に乗り切ってください。

感染対策委員　看護師　廣田綾子

気温が下がり、空気が乾燥する冬の季節は、インフルエンザやノロウイルスによる感染症へ
の注意が必要です。そこで、簡単にウイルスについて知りましょう。
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２．予防２．予防２．予防２．予防２．予防２．予防

２．脳卒中の危険因子
　脳動脈硬化が脳卒中の主因ですが、脳動脈硬化を引き起こす原因は、高血圧症の他に、
糖尿病・高脂血症・肥満（メタボリック症候群）等の生活習慣病が挙げられ、更にこの生
活習慣病は、過食・喫煙・過度の飲酒・運動不足・ストレスなど悪い生活習慣から始まり
ます。この生活習慣病や悪い生活習慣が脳卒中の危険因子と呼ばれ、動脈硬化を通じて脳
卒中が生じます。

３．脳卒中予防の秘訣
　従って、皆様方が脳卒中を防ぐには、前記に挙げた危険因子をよく理解し、常日頃、ご
自身がどの程度危険因子を持っているかを知り、多少とも減らしていくことが重要です。
“あー良かった、自分は、風邪一つ罹らない、生活習慣病なんて無関係、脳卒中には罹ら
ないぞ！”と安心している人はいませんか？　脳卒中患者さんの何人かは、“いつの間にか
血圧が高い”、“糖尿病予備軍”、“あなたはメタボ”、であることがしばしばです。秘かにせ
まっている生活習慣病を早期にみつけ、悪い生活習慣を正して行くことが最も大切です。
　脳卒中予防の秘訣に３つのポイントが挙げられています。先ず、ご自分の危険因子の程
度を知ること、次に、危険因子を減らすこと、第３は、脳卒中を疑えば直ちに医療機関へ
相談することの３つです。この３つを行うことで脳卒中に罹らない、例え罹っても軽症で
治まると言われています。是非、実践して頂ければ幸いです。

脳
血
流
量

自動調節域

・右への移動
・脳血流低下
・調節域狭小

60 150

自動調節域

平均血圧

正常例

高血圧例

脳血管の自動調節能

あなたも脳卒中予備軍？脳卒中の危険因子；悪い生活習慣と生活習慣病

生活習慣

動脈硬化

生活習慣病

無症候性病変

前触れ発作

脳卒中

悪い

・食べ過ぎ　　  ・喫煙
・酒の飲み過ぎ  ・運動不足
・ストレス　　　  など

・高血圧　  ・糖尿病
・高脂血症  ・肥満
・心房細動　  その他心疾患

脳卒中発症までのプロセス



中途入職者紹介

　昨年の夏はとても暑かったですが、さすがに暖かいものが恋しい季節になりました。暖
かいものと言いますと、こんなことがありました。
看護協会の催しでハンドマッサージを、来場された方に施したことがあります。施された
方はどなたも気持ちよかったと言ってくださいました。何人かの人に施して気づいたので
すが、施している自分が暖かい気持ちになっていました。
「人の手」は人を幸せにする不思議な力があるんだなと感じたところです。
　新年を迎え、新たな気持ちで職員一同暖かい手を提供できたらと思います。

「人としての尊厳」と「自分らしさ」を根源に、
　住み慣れた土地での生き生きとした暮らしへの復帰を支援します。

病院基本理念病院基本理念
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ୈೋాه೦病Ӄ 〒440－0855 豊橋市東小池町62－1  TEL.（0532）51－5666 
http://www.meiyokai.or.jp/narita2/　FAX.（0532）55－0660

看護介護部長　内田　ひとみ

　৽あけましておめでとうご͟います。
　早いものでฏ1��݄の開院から、14回の৽
をܴえることとなりました。一重にۙྡҬの皆
様と౦ࡾՏ۠の病院、ࢪઃのごڠ力によるものと
日ʑ感ँしております。
　ॳはこのҬでの先ۦとなるʮ回復期リϋϏリ
ςーγϣン病౩ʯの開ઃであったと記Աしています
が、ࡏݱでは๛ࢢڮ内はもとより౦ࡾՏ۠でも多
くの同病౩が開ઃされ、ʮリϋϏリʯという言༿が
ೝ知されてきているのではないかとخしくࢥいます。
期病院、回復期リϋ病౩さらにはୀੑٸではࡏݱ　
院後のかかりつけ医とをܨぐʮҬ࿈ܞύスʯ（˞
࣬患ผ単Ґによる治療ܭը）のಋ入とॆ実化により、
Ҭのどの病院でも同等の医療αーϏスをఏڙでき
る体੍がってきました。

　そのような時であるからこそ、他院にはない特
を活かすチϟンスと考え、院ならでは！？のチ
ーϜ੍医療や最先のリϋϏリ（า行支ԉ）ロボッ
トಋ入など、このҬでのリϋϏリ病院のύイΦχ
Ξとしてಥきਐむべく、ຊもݚᮎの日ʑをૹって
いくॴଘです。
事で恐縮ですが院へҟ動して1、ようやくࢲ　
事৬たるものが少しずつ分かってきた次第です。
後とも院、看護հ護෦さらには৬員一同で足ࠓ
ฒみそΖえ第二田記೦病院に係わるશての方ʑに
ʮいいͶ！ʯをいただけるようਫ਼ਐしてまいります。
　ຊも皆様のご多幸をおفりして৽のごѫࡰと
させていただきます。

事　早࡚ޫ

2019年を迎えて

よろしくお願いいたします
スタッフ一

同

ฤूهޙ

事務員
内藤  実穂子

　今年８月に、20年の時

を経て明陽会に舞い戻っ

て参りました。この病院

の受付として、思いやり

の心で患者様やご家族の

方に寄り添えるよう、笑

顔で明るい事務を目指し

ますので宜しくお願い致

します。

フロアアシスタント
中村  希和子

　フロアのみなさんに助

けていただきながら入職

して１カ月がたちまし

た。感謝の毎日です。早

くお役にたてる様にがん

ばります。宜しくお願い

致します。

フロアアシスタント
下釜  信子

　今年の11月から入職し

ましたフロアアシスタン

トの下釜信子と申しま

す。まだ慣れない事やご

迷惑をおかけする事ばか

りですが、精一杯努力し

ていきたいと思います。

ご指導のほど宜しくお願

い致します。

看護師
大羽  美沙

　10月からこちらに入職

しました。前職では、デ

イサービスに勤務してお

りました。回復期病棟は

初めてなので、新しく関

わることのできる多くの

分野を勉強したいと考え

てます。ご指導よろしく

お願い致します。
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